
漢
字
プ
リ
ン
ト
① 

 
 

 
 

 
 

 
 

年 
 

 

組 
 

 
 

番 
 

氏
名 

 

一 

熟
語
の
構
成
を
知
ろ
う
！ 

 
 
 

〈教
科
書p.39,40

〉〈ワ
ー
クp.16

〉 

 

二
字
以
上
の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
で
き
た
語
を
、
熟
語
と
い
う
。
次
は
、
二
字
熟
語
の

主
な
構
成
の
一
覧
で
あ
る
。
教
科
書
39
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
、（ 

 

）
に
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字

の
意
味
が
わ
か
る
よ
う
な
訓
や
熟
語
、
二
つ
の
漢
字
を
使
っ
た
文
を
書
き
入
れ
、
表
を
完
成

さ
せ
よ
う
。
ま
た
、
 

に
自
分
で
調
べ
た
熟
語
を
記
入
し
よ
う
。 

 
                                  

 ⑥ 

  ⑤ 

  ④ 

  ③ 

  ② 

  ① 

  

 

同
じ
漢
字
を
重
ね
た

も
の
。 

  

上
の
漢
字
が
下
の
漢

字
を
修
飾
す
る
。 

  

下
の
漢
字
が
上
の
漢

字
の
目
的
や
対
象
を

示
す
。 

  

主
語
と
述
語
の
関
係
。 

  

意
味
が
対
に
な
る
漢

字
の
組
み
合
わ
せ
。 

  

意
味
が
似
て
い
る
漢

字
の
組
み
合
わ
せ
。 

 

構
成
の
仕
方 

                                  

・
喜
喜
（
喜
々
）
…
う
れ
し
そ
う
な
様
子
。 

・
刻
刻
（
刻
々
）
…
ど
ん
ど
ん
時
間
が
た
っ
て
い
く
様
子
。 

◎
そ
の
状
態
や
様
子
を
強
調
し
て
表
す
。 

  

逆
流
…
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

大
声
…
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

水
路
…
（ 

水
の
路
（
み
ち
） 

 
 

） 
  

就
職
…
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

乗
車
…
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

開
会
…
（ 

会
を
開
く 

 
 
 
 
 

） 
   

日
照
…
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

国
営
…
（ 

国
が
営
む 

 
 
 
 
 

） 
  

慶
弔
…
慶
（ 

 
 

）
＋
弔
（ 

 
 

） 

強
弱
…
強
（ 

 
 

）
＋
弱
（ 

 
 

） 

前
後
…
前
（ 

前
方 

）
＋
後
（ 
後
方 

） 
  

搭
乗
…
搭
（ 

 
 

）
＋
乗
（ 

 
 

） 

縮
小
…
縮
（ 

 
 

）
＋
小
（ 

 
 

） 

思
考
…
思
（ 
思
う 

）
＋
考
（
考
え
る
） 

 

熟 

語 

の 

例 

                          
     

曲
線
…
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

熱
心
…
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
   

帰
郷
…
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

造
園
…
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
   

人
造
…
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

雷
鳴
…
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
   

禍
福
…
禍
（ 

 
 

）
＋
福
（ 

 
 

） 

売
買
…
売
（ 

 
 

）
＋
買
（ 

 
 

） 
   

山
岳
…
山
（ 

 
 

）
＋
岳
（ 

 
 

） 

規
則
…
規
（ 

 
 

）
＋
則
（ 

 
 

） 
 

                      

 



 

１ 

次
は
、
三
字
熟
語
の
主
な
構
成
の
一
覧
で
あ
る
。
40
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
、
構
成
に
合
う

よ
う
（ 

 

）
に
熟
語
を
分
割
し
て
書
き
入
れ
、
表
を
完
成
さ
せ
よ
う
。
ま
た
、
 

に
自
分
で
調
べ
た
熟
語
を
記
入
し
よ
う
。 

                   

２ 

次
は
、
四
字
以
上
の
熟
語
の
主
な
構
成
の
一
覧
で
あ
る
。
40
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
、
構
成

に
合
う
よ
う
（ 

 

）
に
熟
語
を
分
割
し
て
書
き
入
れ
、
表
を
完
成
さ
せ
よ
う
。
ま
た
、

 

に
自
分
で
調
べ
た
熟
語
を
記
入
し
よ
う
。 

                 

※
ワ
ー
クp.1

6

の
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
み
よ
う
！ 

 ② 

  ① 

  

 

漢
字
一
字 

の
言
葉
と 

二
字
熟
語 

の
組
み
合 

わ
せ
。 

  

漢
字
一
字
の
言
葉
の

組
み
合
わ
せ
。 

 

構
成
の
仕
方 

二
字
＋

意
味
を
添

え
る
漢
字 

 

打
ち
消
し 

＋
二
字 

  

二
字
＋

一
字 

  

一
字
＋

二
字 

 

                      

積
極
的
…
（ 

 
 
 

  

）
＋
（ 

 
 

） 

可
能
性
…
（ 

可
能 

  

）
＋
（ 
性 

） 
  

不
可
能
…
（ 

 
 

）
＋
（ 

 
 
 
 

） 

無
意
味
…
（ 

無 

）
＋
（ 

意
味 

  

） 
  

経
済
学
…
（ 

 
 
 

  

）
＋
（ 

 
 

） 

肖
像
画
…
（ 

肖
像 

  

）
＋
（ 

画 

） 
  

再
出
発
…
（ 

 
 

）
＋
（ 

 
 
 
 

） 
初
対
面
…
（ 

初 

）
＋
（ 

対
面 

  

） 
   

上
中
下
…
（
上 

）
＋
（
中 

）
＋
（
下 

） 
 

熟 

語 

の 

例 

                   
   

本
格
化
…
（ 

 
 
 

  

）
＋
（ 

 
 

） 
   

未
発
表
…
（ 

 
 

）
＋
（ 

 
 

 
  

） 
   

職
員
室
…
（ 

 
 
 

  

）
＋
（ 

 
 

） 
   

大
失
敗
…
（ 

 
 

）
＋
（ 

 
 

 
  

） 
   

松
竹
梅
…
（ 

 

）
＋
（ 

 

）
＋
（ 

 

） 
 

                     

 

 ④ 

  ③ 

  ② 

  ① 

  

 

古
く
か
ら
言
い
な
ら

わ
さ
れ
て
き
た
も

の
。 

 

漢
字
一
字
の
言
葉
と

二
字
熟
語
の
組
み
合

わ
せ
。 

 

二
字
熟
語
の
組
み
合

わ
せ
。 

  

漢
字
一
字
の
言
葉
の

組
み
合
わ
せ
。 

 

構
成
の
仕
方 

                     

美
辞
麗
句 

 

意
味

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

大
同
小
異 

 

意
味

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

一
進
一
退 

 

意
味

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
   

運
転
免
許
証
…
（ 

 
 

）
＋
（ 

 
 

）
＋
（ 

 
 

） 
   

国
際
交
流
…
（ 
  

 

）
＋
（ 

  
 

） 
   

花
鳥
風
月
…
（ 

 

）
＋
（ 
 

）
＋
（ 

 

）
＋
（ 

 

） 
 

熟 

語 

の 

例 

  

                   

 



漢
字
プ
リ
ン
ト
① 

答
え 

 
 

 
 

 
 

 

年 
 

 

組 
 

 
 

番 
 

氏
名 

 

一 

熟
語
の
構
成
を
知
ろ
う
！ 

 
 
 

〈教
科
書p.39,40

〉〈ワ
ー
クp.16

〉 

 

二
字
以
上
の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
で
き
た
語
を
、
熟
語
と
い
う
。
次
は
、
二
字
熟
語
の

主
な
構
成
の
一
覧
で
あ
る
。
教
科
書
39
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
、（ 

 

）
に
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字

の
意
味
が
わ
か
る
よ
う
な
訓
や
熟
語
、
二
つ
の
漢
字
を
使
っ
た
文
を
書
き
入
れ
、
表
を
完
成

さ
せ
よ
う
。
ま
た
、
 

に
自
分
で
調
べ
た
熟
語
を
記
入
し
よ
う
。 

 
                                  

 ⑥ 

  ⑤ 

  ④ 

  ③ 

  ② 

  ① 

  

 

同
じ
漢
字
を
重
ね
た

も
の
。 

  

上
の
漢
字
が
下
の
漢

字
を
修
飾
す
る
。 

  

下
の
漢
字
が
上
の
漢

字
の
目
的
や
対
象
を

示
す
。 

  

主
語
と
述
語
の
関
係
。 

  

意
味
が
対
に
な
る
漢

字
の
組
み
合
わ
せ
。 

  

意
味
が
似
て
い
る
漢

字
の
組
み
合
わ
せ
。 

 

構
成
の
仕
方 

                                  

・
喜
喜
（
喜
々
）
…
う
れ
し
そ
う
な
様
子
。 

・
刻
刻
（
刻
々
）
…
ど
ん
ど
ん
時
間
が
た
っ
て
い
く
様
子
。 

◎
そ
の
状
態
や
様
子
を
強
調
し
て
表
す
。 

  

逆
流
…
（ 

逆
ら
う
流
れ 

 
 

 
 

） 

大
声
…
（ 

大
き
な
声 

 
 
 
 
 

） 

水
路
…
（ 

水
の
路
（
み
ち
） 

 
 

） 
  

就
職
…
（ 

職
に
就
く 

 
 
 

 
 

） 

乗
車
…
（ 

車
に
乗
る 
 
 
 
 
 

） 

開
会
…
（ 

会
を
開
く 

 
 
 
 
 

） 
   

日
照
…
（ 

日
が
照
る 

 
 
 
 
 

） 

国
営
…
（ 

国
が
営
む 

 
 
 
 
 

） 
  

慶
弔
…
慶
（ 

慶
事 

）
＋
弔
（ 

弔
辞 
） 

強
弱
…
強
（ 

強
い 

）
＋
弱
（ 

弱
い 
） 

前
後
…
前
（ 

前
方 

）
＋
後
（ 
後
方 

） 
  

搭
乗
…
搭
（ 

搭
載 
）
＋
乗
（ 

乗
車 

） 

縮
小
…
縮
（ 

縮
む 
）
＋
小
（
小
さ
い
） 

思
考
…
思
（ 
思
う 

）
＋
考
（
考
え
る
） 

 

熟 

語 

の 

例 

                          
     

曲
線
…
（ 

曲
が
っ
た
線 

 
 

 
 

） 

熱
心
…
（ 

熱
い
心 

 
 
 
 
 
 

） 
   

帰
郷
…
（ 

故
郷
に
帰
る 

 
 
 
 

） 

造
園
…
（ 

園
を
造
る 

 
 
 

 
 

） 
   

人
造
…
（ 
人
が
造
る 

 
 
 
 
 

） 

雷
鳴
…
（ 

雷
が
鳴
る 

 
 
 

 
 

） 
   

禍
福
…
禍
（ 

禍
根 

）
＋
福
（ 

幸
福 

） 

売
買
…
売
（ 

売
る 

）
＋
買
（ 

買
う 

） 
   

山
岳
…
山
（ 

山 

）
＋
岳
（ 

岳 

） 

規
則
…
規
（ 

規
律 

）
＋
則
（ 

原
則 

） 
 

                      

 



 

１ 

次
は
、
三
字
熟
語
の
主
な
構
成
の
一
覧
で
あ
る
。
40
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
、
構
成
に
合
う

よ
う
（ 

 

）
に
熟
語
を
分
割
し
て
書
き
入
れ
、
表
を
完
成
さ
せ
よ
う
。
ま
た
、
 

に
自
分
で
調
べ
た
熟
語
を
記
入
し
よ
う
。 

                    

２ 

次
は
、
四
字
以
上
の
熟
語
の
主
な
構
成
の
一
覧
で
あ
る
。
40
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
、
構
成

に
合
う
よ
う
（ 

 

）
に
熟
語
を
分
割
し
て
書
き
入
れ
、
表
を
完
成
さ
せ
よ
う
。
ま
た
、

 

に
自
分
で
調
べ
た
熟
語
を
記
入
し
よ
う
。 

                

※
ワ
ー
クp.1

6

の
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
み
よ
う
！ 

 ② 

  ① 

  

 

漢
字
一
字 

の
言
葉
と 

二
字
熟
語 

の
組
み
合 

わ
せ
。 

  

漢
字
一
字
の
言
葉
の

組
み
合
わ
せ
。 

 

構
成
の
仕
方 

二
字
＋

意
味
を
添

え
る
漢
字 

 

打
ち
消
し 

＋
二
字 

  

二
字
＋

一
字 

  

一
字
＋

二
字 

 

                      

積
極
的
…
（ 

積
極 

  

）
＋
（ 

的  
） 

可
能
性
…
（ 

可
能 

  

）
＋
（ 
性 

） 
  

不
可
能
…
（ 

不  

）
＋
（ 
可
能 

 

） 

無
意
味
…
（ 

無 

）
＋
（ 

意
味 

  

） 
  

経
済
学
…
（ 
経
済 

  

）
＋
（ 

学 

） 

肖
像
画
…
（ 

肖
像 

  

）
＋
（ 

画 

） 
  

再
出
発
…
（ 

再 

）
＋
（ 

出
発 

 

） 
初
対
面
…
（ 

初 

）
＋
（ 

対
面 

  

） 
   

上
中
下
…
（
上 

）
＋
（
中 

）
＋
（
下 

） 
 

熟 

語 

の 

例 

                   
   

本
格
化
…
（ 

本
格 
  

）
＋
（ 

化 

） 
   

未
発
表
…
（ 

未 

）
＋
（ 

発
表 

  

） 
   

職
員
室
…
（ 

職
員  

）
＋
（ 

室 
 

） 
   

大
失
敗
…
（ 

大 

）
＋
（ 

失
敗  

） 
   

松
竹
梅
…
（
松
）
＋
（
竹
）
＋
（
梅
） 

 

                     

 

 ④ 

  ③ 

  ② 

  ① 

  

 

古
く
か
ら
言
い
な
ら

わ
さ
れ
て
き
た
も

の
。 

 

漢
字
一
字
の
言
葉
と

二
字
熟
語
の
組
み
合

わ
せ
。 

 

二
字
熟
語
の
組
み
合

わ
せ
。 

  

漢
字
一
字
の
言
葉
の

組
み
合
わ
せ
。 

 

構
成
の
仕
方 

                     

美
辞
麗
句 

 

意
味

 

（ 

美
し
く
立
派
に
見
え
る
文
句
。 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

） 

大
同
小
異 

 

意
味

 

（ 

だ
い
た
い
同
じ
で
細
か
い
点
だ
け
異
な
る
こ
と
。 

 
 
 

） 

一
進
一
退 

 

意
味

 

（ 

進
ん
だ
り
後
戻
り
し
た
り
す
る
こ
と
。 

 
 

 
 
 
 
 

） 
   

運
転
免
許
証
…
（ 

運
転 

 

）
＋
（ 

免
許 

 

）
＋
（ 

証 

） 
   

国
際
交
流
…
（ 

国
際 

 
 

）
＋
（ 

交
流   

） 
   

花
鳥
風
月
…
（ 

花 

）
＋
（ 

鳥 

）
＋
（ 

風 

）
＋
（ 

月 

） 
 

熟 

語 

の 

例 

  

                   

 



漢
字
プ
リ
ン
ト
② 

 
 

 
 

 
 

 
 

年 
 

 

組 
 

 
 

番 
 

氏
名 

 

二 

同
じ
訓
・
同
じ
音
を
も
つ
漢
字
を
知
ろ
う
！ 

 

〈教
科
書p.128,129

〉〈ワ
ー
クp.76,77

〉 

 

〇
同
じ
訓
を
も
つ
漢
字
の
使
い
分
け 

問 

次
の
太
字
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。 

席
を
あ
け
る
。( 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

か
さ
を
さ
す
。( 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
) 

① 
 

夜
が
あ
け
る
。( 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

② 
 

北
を
さ
す
。 ( 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
) 

戸
を
あ
け
る
。( 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

虫
に
さ
さ
れ
る
。( 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
) 

 

③ 

店
を
し
め
る
。  

 
 

( 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

) 
 

 
 

 
 

 

④ 

東
京
都
に
す
む
。( 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
) 

は
ち
ま
き
を
し
め
る
。( 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

仕
事
が
す
む
。 ( 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

) 

 

こ
の
よ
う
に
同
じ
読
み
だ
が
、
表
す
意
味
が
異
な
る
漢
字
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
が
表
す
意
味
を

考
え
、
文
脈
に
合
わ
せ
て
使
い
分
け
よ
う
！ 

   

〇
同
じ
読
み
を
す
る
漢
字
の
使
い
分
け 

問 

次
の
太
字
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。 

① 

カ
テ
イ
生
活
を
大
切
に
す
る
。( 

 
 

 
 

 
 

 
) 

 
 

 
 

② 

毎
日
６
時
に
キ
シ
ョ
ウ
す
る
。( 

 
 

 
 

 
 

 
) 

 
 

 

カ
テ
イ
の
過
程
を
記
録
す
る
。( 

 
 

 
 

 
 

 
) 

 
 

 
 

 
 

こ
の
猫
は
キ
シ
ョ
ウ
が
激
し
い
。( 

 
 

 
 

 
 

 
) 

 
 

 

犯
人
だ
と
カ
テ
イ
す
る
。( 

 
 

 
 

 
 

 
 

) 
 

 
 

 
 

 
 

 

金
沢
の
キ
シ
ョ
ウ
を
調
べ
る
。( 

 
 

 
 

 
 

 
) 

 

③ 

鳥
の
シ
ュ
ウ
セ
イ
を
調
べ
る
。( 

 
 

 
 

 
 

 
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

③ 

遠
足
の
ヨ
ウ
イ
を
し
た
。( 

 
 

 
 

 
 

 
 

) 

 
 

 

文
章
を
シ
ュ
ウ
セ
イ
し
た
。( 

 
 

 
 

 
 

 
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ヨ
ウ
イ
に
は
勝
て
な
い
。( 

 
 

 
 

 
 

 
 

) 

 

⑤ 

ク
ラ
ス
の
ソ
ウ
イ
で
、
Ａ
君
が
生
徒
会
長
に
な
っ
た
。( 

 
 

 
 

 
 

 
) 

 
 

 

考
え
方
の
ソ
ウ
イ
で
、
Ａ
君
と
Ｂ
君
は
対
立
し
て
い
る
。( 

 
 

 
 

 
 

 
) 

 

こ
の
よ
う
に
同
じ
読
み
で
意
味
の
異
な
る
熟
語
を
同
音
異
義
語
と
い
う
。
そ
の
漢
字
を
使
っ
た
ほ
か
の

熟
語
や
、
訓
を
思
い
浮
か
べ
て
、
そ
の
漢
字
の
意
味
を
考
え
、
使
い
分
け
よ
う
！ 

   

※
教
科
書p

.1
2
9

の
練
習
問
題
や
ワ
ー
クp.7

6
,7

7

の
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
み
よ
う
！ 

  



漢
字
プ
リ
ン
ト
② 

答
え 

 
 

 
 

 
 

 

年 
 

 

組 
 

 
 

番 
 

氏
名 

  
二 
同
じ
訓
・
同
じ
音
を
も
つ
漢
字
を
知
ろ
う
！ 

 

〈教
科
書p.128,129

〉〈ワ
ー
クp.76,77

〉 

 

〇
同
じ
訓
を
も
つ
漢
字
の
使
い
分
け 

問 

次
の
太
字
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。 

席
を
あ
け
る
。( 

 

空
け
る 

 
 

 
 

) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

か
さ
を
さ
す
。( 

 
 

差
す 

 
 

 
 

) 

① 
 

夜
が
あ
け
る
。( 

 

明
け
る 

 
 

 
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

② 
 

北
を
さ
す
。 ( 

 
 

指
す 

 
 

 
 

) 

戸
を
あ
け
る
。( 

 

開
け
る 

 
 

 
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

虫
に
さ
さ
れ
る
。( 

 
 

刺
さ
れ
る 

 
 

 
 

) 

 

③ 

店
を
し
め
る
。  

 
 

( 
 

閉
め
る 

 
 

 
) 

 
 

 
 

 
 

④ 

東
京
都
に
す
む
。( 

 

住
む 

 
 

 
 

 
) 

は
ち
ま
き
を
し
め
る
。( 

 

締
め
る 

 
 

 
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

仕
事
が
す
む
。 ( 

 
 

済
む 

 
 

 
 

 
) 

 

こ
の
よ
う
に
同
じ
読
み
だ
が
、
表
す
意
味
が
異
な
る
漢
字
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
が
表
す
意
味
を

考
え
、
文
脈
に
合
わ
せ
て
使
い
分
け
よ
う
！ 

   

〇
同
じ
読
み
を
す
る
漢
字
の
使
い
分
け 

問 

次
の
太
字
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。 

① 

カ
テ
イ
生
活
を
大
切
に
す
る
。( 

 

家
庭 

 
 

 
) 

 
 

 
 

② 

毎
日
６
時
に
キ
シ
ョ
ウ
す
る
。( 

 

起
床 

 
 

) 

 
 

 

カ
テ
イ
の
過
程
を
記
録
す
る
。( 

 

過
程 

 
 

) 
 

 
 

 
 

 

こ
の
猫
は
キ
シ
ョ
ウ
が
激
し
い
。( 

 
 

気
性 

 
) 

 
 

 

犯
人
だ
と
カ
テ
イ
す
る
。( 

 
 

仮
定 

 
 

 
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

金
沢
の
キ
シ
ョ
ウ
を
調
べ
る
。( 

 
 

気
象 

 
) 

 

③ 

鳥
の
シ
ュ
ウ
セ
イ
を
調
べ
る
。( 

 

習
性 

 
 

) 
 

 
 

 
 

 
 

 

③ 

遠
足
の
ヨ
ウ
イ
を
し
た
。( 

 
 

用
意 

 
 

 
) 

 
 

 

文
章
を
シ
ュ
ウ
セ
イ
し
た
。( 

 

修
正 

 
 

) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ヨ
ウ
イ
に
は
勝
て
な
い
。( 

 
 

 

容
易 

 
 

) 

 

⑤ 

ク
ラ
ス
の
ソ
ウ
イ
で
、
Ａ
君
が
生
徒
会
長
に
な
っ
た
。( 

 

総
意 

 
 

 
) 

 
 

 

考
え
方
の
ソ
ウ
イ
で
、
Ａ
君
と
Ｂ
君
は
対
立
し
て
い
る
。( 

 
 

相
違 

 
 

) 

 

こ
の
よ
う
に
同
じ
読
み
で
意
味
の
異
な
る
熟
語
を
同
音
異
義
語
と
い
う
。
そ
の
漢
字
を
使
っ
た
ほ
か
の

熟
語
や
、
訓
を
思
い
浮
か
べ
て
、
そ
の
漢
字
の
意
味
を
考
え
、
使
い
分
け
よ
う
！ 

   

※
教
科
書p

.1
2
9

の
練
習
問
題
や
ワ
ー
クp.7

6
,7

7

の
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
み
よ
う
！ 

 



漢
字
プ
リ
ン
ト
③ 

 
 

 
 

 
 

 
 

年 
 

 

組 
 

 
 

番 
 

氏
名 

 

三 

送
り
仮
名
の
付
け
方
を
覚
え
よ
う
！ 

 

〈教
科
書p.226,227

〉〈ワ
ー
クp.139

〉 

  

１ 

動
詞
の
送
り
仮
名
の
付
け
方
を
覚
え
よ
う
。 

①
原
則
を
確
か
め
、［ 

 
 

］
に
は
、
次
の
言
葉
に
続
く
よ
う
に
送
り
仮
名
を
書
こ
う
。 

 

原
則
▼
（ 

 
 
 
 
 

）
を
送
る
。 

・
と
ぶ
…
…
…
飛[ 

 
 
 
 

］
な
い
・
飛[ 

 
 
 
 

］
ま
す 

 
 

・
飛[ 

 
 
 
 

］。（
終
止
形
）・ 

 
 
 
 
 
 

飛[ 
 
 
 
 

］
ば 

・
飛[ 

 
 
 
 

］。
（
命
令
形
）・
飛[ 

 
 
 
 

］
う 

・
つ
た
え
る
…
伝[ 

 
 
 
 

］
な
い
・
伝[ 

 
 
 
 

］
ま
す 

 
 

・
伝[ 

 
 
 
 

］。（
終
止
形
）・ 

 
 
 
 
 
 

伝[ 
 
 
 
 

］
ば 
・
伝[ 

 
 
 
 

］。
（
命
令
形
）・
伝[ 

 
 
 
 

］
う 

 

② 
 

線
の
送
り
仮
名
が
正
し
い
も
の
に
は
○
を
、
誤
っ
て
い
る
も
の
に
は
正
し
い
送
り
仮
名
を
書
こ
う
。 

 

ア 

気
を
失
な
う
。 

 
 
 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 

イ 

判
断
を
誤
る
。 

 
 

（ 
 
 
 
 

） 

 

ウ 

期
限
を
延
す
。 

 
 
 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 

エ 

ラ
ジ
オ
が
壊
れ
る
。 

（ 
 
 
 
 

） 

  

２ 

形
容
詞
の
送
り
仮
名
の
付
け
方
を
覚
え
よ
う
。 

①
原
則
と
例
外
を
確
か
め
、［ 

 
 

］
に
は
、
次
の
言
葉
に
続
く
よ
う
に
送
り
仮
名
を
書
こ
う
。 

 

原
則
▼
（ 

 
 
 
 
 

）
を
送
る
。 

 

・
ふ
か
い
…
…
深[ 

 
 
 
 

］
う 

 
 

 

・
深[ 

 
 
 
 

］
た
・
深[ 

 
 
 
 

］
な
る
・ 

 
 
 
 
 
 
 

深[ 
 
 
 
 

］。（
終
止
形
）・
深[ 

 
 
 
 

］
ば 

 

例
外
▼
語
幹
が
「
し
」
で
終
わ
る
形
容
詞
は
、「
し
」
か
ら
送
る
。 

 

・
は
げ
し
い
…
激[ 

 
 
 
 

］。（
終
止
形
） 

 

く
や
し
い
…
悔[ 
 
 
 
 

］
た 

 

② 
 

線
の
送
り
仮
名
が
正
し
い
も
の
に
は
○
を
、
誤
っ
て
い
る
も
の
に
は
正
し
い
送
り
仮
名
を
書
こ
う
。 

 

ア 

清
よ
い
心
の
持
ち
主
。 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 

イ 

ま
だ
眠
く
な
い
。 

 

（ 
 
 
 
 

） 

 

ウ 

厳
び
し
い
表
情
。 

 
 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 

エ 

珍
し
い
宝
物
。 

 
 

（ 
 
 
 
 

） 

  

３ 

形
容
動
詞
の
送
り
仮
名
の
付
け
方
を
覚
え
よ
う
。 

①
原
則
と
例
外
を
確
か
め
、［ 

 
 

］
に
は
、
送
り
仮
名
を
書
き
入
れ
よ
う
。 

 

原
則
▼
（ 

 
 
 
 
 

）
を
送
る
。 

 

・
元
気
だ
…
…
元
気
だ
ろ
う
・
元
気
に
・
元
気
だ
・
元
気
な
・
元
気
な
ら 

 

例
外
▼
活
用
語
尾
の
前
に
「
か
」「
や
か
」「
ら
か
」
を
含
む
形
容
動
詞
は
、
そ
の
部
分
か
ら
送
る
。 

 

・
し
ず
か
だ
…
静
［ 

 
 
 
 

］。 

お
だ
や
か
だ
…
穏
［ 

 
 
 
 

］。 

 
 

や
わ
ら
か
だ
…
柔
［ 
 
 
 
 

］。 

 

② 
 

線
の
送
り
仮
名
が
正
し
い
も
の
に
は
○
を
、
誤
っ
て
い
る
も
の
に
は
正
し
い
送
り
仮
名
を
書
こ
う
。 

 

ア 

こ
の
料
理
は
妙
な
味
だ
。 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 

イ 

温
た
か
な
お
茶
。 

 

（ 
 
 
 
 

） 

 

ウ 

鮮
ざ
や
か
な
色
。 

 
 

 

（ 
 
 
 
 

） 
 
 

エ 

答
え
は
明
ら
か
だ
。 

（ 
 
 
 
 

） 

   

１ 

名
詞
の
送
り
仮
名
の
付
け
方
を
覚
え
よ
う
。 
 

※
送
り
仮
名
の
付
け
方
に
は
、
次
の
よ
う
な
付
け
方
を
す
る
も
の
も
あ
る
。 

 

▼
含
ま
れ
て
い
る
語
の
送
り
仮
名
の
付
け
方
に
そ
ろ
え
る
。 

 
 

・
生
む
…
生
ま
れ
る 

→
「
生
む
」
の
送
り
仮
名
の
付
け
方
に
そ
ろ
え
る
。 



 
１ 

名
詞
の
送
り
仮
名
の
付
け
方
を
覚
え
よ
う
。 

 
原
則
▼
送
り
仮
名
を
付
け
な
い
。 

・
名
詞
で
送
り
仮
名
を
付
け
な
い
漢
字
を
探
し
、
読
み
と
と
も
に
書
こ
う
。 

例
外
▼
最
後
の
音
節
を
送
る
も
の
も
あ
る
。 

・
次
の
語
を
漢
字
と
送
り
仮
名
を
使
っ
て
書
こ
う
。 

 

①
な
さ
け
（ 

 
 
 
 

） 
 

②
し
あ
わ
せ
（ 

 
 
 
 

） 
 

③
い
き
お
い
（ 

 
 
 
 

） 

        

２ 

副
詞
・
連
体
詞
・
接
続
詞
の
送
り
仮
名
の
付
け
方
を
覚
え
よ
う
。 

 

原
則
▼
最
後
の
音
節
を
送
る
。 

・
次
の 

 

線
部
を
漢
字
と
送
り
仮
名
を
使
っ
て
書
こ
う
。 

 

①
町
で
も
っ
と
も
大
き
な
書
店
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

②
す
こ
し
待
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

③
ふ
た
た
び
会
い
ま
し
ょ
う
。 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 

④
彼
は
か
な
ら
ず
来
る
。 

 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

  

問 

次
の
各
文
に
は
送
り
仮
名
の
付
け
方
が
誤
っ
て
い
る
部
分
が
一
箇
所
ず
つ
あ
る
。
そ
の

部
分
に 

 

線
を
引
き
、
適
切
に
書
き
改
め
よ
う
。 

 

①
目
覚
ま
し
時
計
が
突
然
鳴
っ
た
の
で
驚
ろ
い
た
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

②
異
議
が
多
く
出
さ
れ
、
会
議
が
夜
遅
そ
く
ま
で
長
引
い
た
。 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

③
箱
の
側
面
に
は
細
ま
か
い
模
様
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

④
山
野
を
歩
く
と
春
の
草
花
の
香
お
り
が
し
た
。 

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑤
彼
の
す
る
仕
事
に
は
全
た
く
誤
り
が
な
い
。 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑥
氷
が
解
け
て
、
ジ
ュ
ー
ス
の
濃
度
が
薄
す
ま
る
。 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑦
窓
の
外
か
ら
涼
ず
し
い
風
が
吹
い
て
く
る
。 

 
   

 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑧
気
分
を
新
ら
た
に
し
て
次
の
試
合
に
臨
む
。    

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑨
親
し
い
友
人
に
悩
や
み
を
打
ち
明
け
る
。      

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

⑩
私
の
隣
り
の
座
席
が
空
い
て
い
ま
す
。     

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

   

※
教
科
書p

.2
2
7

の
練
習
問
題
や
ワ
ー
クp.1

39

の
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
み
よ
う
！ 

 

※
活
用
の
あ
る
語
が
変
化
し
て
名
詞
に
な
っ
た
語
、
活
用
の
あ
る
語
に
「
さ
」「
み
」「
げ
」
な
ど
が
付
い
て
名
詞
に

な
っ
た
も
の
は
、
元
の
語
の
送
り
仮
名
の
付
け
方
に
そ
ろ
え
る
。 

 
 

・
次
の
語
を
漢
字
と
送
り
仮
名
を
使
っ
て
書
こ
う
。 

 
  

④
う
ご
き
（ 

 
 
 
 

） 
 

⑤
お
さ
な
さ
（ 

 
 
 
 

） 
 

⑥
お
も
み
（ 

 
 
 
 

） 



漢
字
プ
リ
ン
ト
③ 

答
え 

 
 

 
 

 
 

 

年 
 

 

組 
 

 
 

番 
 

氏
名 

 

三 

送
り
仮
名
の
付
け
方
を
覚
え
よ
う
！ 

 

〈教
科
書p.226,227

〉〈ワ
ー
クp.139

〉 

  

１ 

動
詞
の
送
り
仮
名
の
付
け
方
を
覚
え
よ
う
。 

①
原
則
を
確
か
め
、［ 

 
 

］
に
は
、
次
の
言
葉
に
続
く
よ
う
に
送
り
仮
名
を
書
こ
う
。 

 

原
則
▼
（ 

活
用
語
尾 

）
を
送
る
。 

・
と
ぶ
…
…
…
飛[ 

 
ば 

 

］
な
い
・
飛[ 

 

び 
 

］
ま
す 

 
 

・
飛[ 

 

ぶ 
 

］。（
終
止
形
）・ 

 
 
 
 
 
 

飛[ 
 

べ 
 

］
ば 

・
飛[ 

 

べ 
 

］。
（
命
令
形
）・
飛[ 

ぼ 
 

］
う 

・
つ
た
え
る
…
伝[ 

 

え 
 

］
な
い
・
伝[ 

 

え 
 

］
ま
す 

 
 

・
伝[ 

 

え
る 

］。（
終
止
形
）・ 

 
 
 
 
 
 

伝[ 

え
れ 

 

］
ば 
・
伝[ 

え
ろ 

 

］。
（
命
令
形
）・
伝[ 

え
よ 

 

］
う 

 

② 
 

線
の
送
り
仮
名
が
正
し
い
も
の
に
は
○
を
、
誤
っ
て
い
る
も
の
に
は
正
し
い
送
り
仮
名
を
書
こ
う
。 

 

ア 

気
を
失
な
う
。 

 
 
 

 

（ 

失
う 

 
） 

 
 

イ 

判
断
を
誤
る
。 

 
 

（ 
 

〇 
 

） 

 

ウ 

期
限
を
延
す
。 

 
 
 

 

（ 

延
ば
す 

 
） 

 
 

エ 

ラ
ジ
オ
が
壊
れ
る
。 

（ 
 

〇 
 

） 

  

２ 

形
容
詞
の
送
り
仮
名
の
付
け
方
を
覚
え
よ
う
。 

①
原
則
と
例
外
を
確
か
め
、［ 

 
 

］
に
は
、
次
の
言
葉
に
続
く
よ
う
に
送
り
仮
名
を
書
こ
う
。 

 

原
則
▼
（ 

活
用
語
尾 

）
を
送
る
。 

 

・
ふ
か
い
…
…
深[ 

か
ろ 

 

］
う 

 
 

 

・
深[ 

か
っ 

 

］
た
・
深[ 

 

く 
 

］
な
る
・ 

 
 
 
 
 
 
 

深[ 

い 
 

 

］。（
終
止
形
）・
深[ 

け
れ 

 

］
ば 

 

例
外
▼
語
幹
が
「
し
」
で
終
わ
る
形
容
詞
は
、「
し
」
か
ら
送
る
。 

 

・
は
げ
し
い
…
激[ 

し
い 

 

］。（
終
止
形
） 

 

く
や
し
い
…
悔[ 

し
か
っ 
］
た 

 

② 
 

線
の
送
り
仮
名
が
正
し
い
も
の
に
は
○
を
、
誤
っ
て
い
る
も
の
に
は
正
し
い
送
り
仮
名
を
書
こ
う
。 

 

ア 

清
よ
い
心
の
持
ち
主
。 

 

（ 

清
い 

 

） 
 
 

イ 

ま
だ
眠
く
な
い
。 

 

（ 
 

〇 
 

） 

 

ウ 

厳
び
し
い
表
情
。 

 
 

 

（ 

厳
し
い 

） 
 
 

エ 

珍
し
い
宝
物
。 

 
 

（ 
 

〇 
 

） 

  

３ 

形
容
動
詞
の
送
り
仮
名
の
付
け
方
を
覚
え
よ
う
。 

①
原
則
と
例
外
を
確
か
め
、［ 

 
 

］
に
は
、
送
り
仮
名
を
書
き
入
れ
よ
う
。 

 

原
則
▼
（ 

活
用
語
尾 

）
を
送
る
。 

 

・
元
気
だ
…
…
元
気
だ
ろ
う
・
元
気
に
・
元
気
だ
・
元
気
な
・
元
気
な
ら 

 

例
外
▼
活
用
語
尾
の
前
に
「
か
」「
や
か
」「
ら
か
」
を
含
む
形
容
動
詞
は
、
そ
の
部
分
か
ら
送
る
。 

 

・
し
ず
か
だ
…
静
［ 

か
だ 
 

］。 

お
だ
や
か
だ
…
穏
［ 

 

や
か
だ 

］
。 

 
 

や
わ
ら
か
だ
…
柔
［ 

ら
か
だ 

］。 

 

② 
 

線
の
送
り
仮
名
が
正
し
い
も
の
に
は
○
を
、
誤
っ
て
い
る
も
の
に
は
正
し
い
送
り
仮
名
を
書
こ
う
。 

 

ア 

こ
の
料
理
は
妙
な
味
だ
。 

（ 
 

〇 
 

） 
 
 

イ 

温
た
か
な
お
茶
。 

 

（ 

温
か
な 

） 

 

ウ 

鮮
ざ
や
か
な
色
。 

 
 

 

（ 

鮮
や
か
な 

） 
 
 

エ 

答
え
は
明
ら
か
だ
。 

（ 
 

〇 
 

） 

   

１ 

名
詞
の
送
り
仮
名
の
付
け
方
を
覚
え
よ
う
。 
 

※
送
り
仮
名
の
付
け
方
に
は
、
次
の
よ
う
な
付
け
方
を
す
る
も
の
も
あ
る
。 

 

▼
含
ま
れ
て
い
る
語
の
送
り
仮
名
の
付
け
方
に
そ
ろ
え
る
。 

 
 

・
生
む
…
生
ま
れ
る 

→
「
生
む
」
の
送
り
仮
名
の
付
け
方
に
そ
ろ
え
る
。 



 
１ 

名
詞
の
送
り
仮
名
の
付
け
方
を
覚
え
よ
う
。 

 
原
則
▼
送
り
仮
名
を
付
け
な
い
。 

・
名
詞
で
送
り
仮
名
を
付
け
な
い
漢
字
を
探
し
、
読
み
と
と
も
に
書
こ
う
。 

例
外
▼
最
後
の
音
節
を
送
る
も
の
も
あ
る
。 

・
次
の
語
を
漢
字
と
送
り
仮
名
を
使
っ
て
書
こ
う
。 

 

①
な
さ
け
（ 
情
け 

 

） 
 

②
し
あ
わ
せ
（ 

幸
せ 

 

） 
 

③
い
き
お
い
（ 

勢
い 

 

） 

        

２ 

副
詞
・
連
体
詞
・
接
続
詞
の
送
り
仮
名
の
付
け
方
を
覚
え
よ
う
。 

 

原
則
▼
最
後
の
音
節
を
送
る
。 

・
次
の 

 

線
部
を
漢
字
と
送
り
仮
名
を
使
っ
て
書
こ
う
。 

 

①
町
で
も
っ
と
も
大
き
な
書
店
。 

（ 
 

最
も 

 
 
 

） 

 

②
す
こ
し
待
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

（ 
 

少
し 

 
 
 

） 

 

③
ふ
た
た
び
会
い
ま
し
ょ
う
。 

 

（ 
 

再
び 

 
 
 

） 

 

④
彼
は
か
な
ら
ず
来
る
。 

 
 

 

（ 
 

必
ず 

 
 
 

） 

  

問 

次
の
各
文
に
は
送
り
仮
名
の
付
け
方
が
誤
っ
て
い
る
部
分
が
一
箇
所
ず
つ
あ
る
。
そ
の

部
分
に 

 

線
を
引
き
、
適
切
に
書
き
改
め
よ
う
。 

 

①
目
覚
ま
し
時
計
が
突
然
鳴
っ
た
の
で
驚
ろ
い
た
。 

 
 
 
 

（ 
 

驚
い
た 

 
 

） 

②
異
議
が
多
く
出
さ
れ
、
会
議
が
夜
遅
そ
く
ま
で
長
引
い
た
。 

（ 
 

遅
く 

 
 
 

） 

③
箱
の
側
面
に
は
細
ま
か
い
模
様
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 
 
 

（ 
 

細
か
い 

 
 

） 

④
山
野
を
歩
く
と
春
の
草
花
の
香
お
り
が
し
た
。 

 
 
 
 
 

（ 
 

香
り 

 
 
 

） 

⑤
彼
の
す
る
仕
事
に
は
全
た
く
誤
り
が
な
い
。 

 
 
 
 
 
 

（ 
 

全
く 

 
 
 

） 

⑥
氷
が
解
け
て
、
ジ
ュ
ー
ス
の
濃
度
が
薄
す
ま
る
。 

 
 
 
 

（ 
 

薄
ま
る 

 
 

） 

⑦
窓
の
外
か
ら
涼
ず
し
い
風
が
吹
い
て
く
る
。 

 
   

 
 
 

（ 
 

涼
し
い 

 
 

） 

⑧
気
分
を
新
ら
た
に
し
て
次
の
試
合
に
臨
む
。    

 
 
 
 
 

（ 
 

新
た
に 

 
 

） 

⑨
親
し
い
友
人
に
悩
や
み
を
打
ち
明
け
る
。      

 
 
 
 
 

（ 
 

悩
み 

 
 
 

） 

⑩
私
の
隣
り
の
座
席
が
空
い
て
い
ま
す
。     

 
 
 
 
 
 

（ 
 

隣 
 
 
 
 

） 

   

※
教
科
書p

.2
2
7

の
練
習
問
題
や
ワ
ー
クp.1

39

の
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
み
よ
う
！ 

 

※
活
用
の
あ
る
語
が
変
化
し
て
名
詞
に
な
っ
た
語
、
活
用
の
あ
る
語
に
「
さ
」「
み
」「
げ
」
な
ど
が
付
い
て
名
詞
に

な
っ
た
も
の
は
、
元
の
語
の
送
り
仮
名
の
付
け
方
に
そ
ろ
え
る
。 

 
 

・
次
の
語
を
漢
字
と
送
り
仮
名
を
使
っ
て
書
こ
う
。 

 
  

④
う
ご
き
（ 

 

動
き 

 

） 
 

⑤
お
さ
な
さ
（ 

 

幼
さ 

 

） 
 

⑥
お
も
み
（ 

重
み 

 

） 


